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1 法令順守し、環境負荷の低減を目指します。

2 畜産物の生産から流通、販売に至るまでＣＯ2排出量の削減を推進します。

3 廃棄物を削減し、資源化率の向上を目指します。

4 水資源を大事にして、水使用量を削減します。

5 化学薬品は適切な量を使用します。

6 環境負荷が少ない製品を使用するようにします。

7 製品歩留りの向上及び冷凍製品の在庫量を削減します。

8 上記の取り組みを通して、環境への継続的改善を推進します。

制定日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長 祖山 儀春

環 境 経 営 方 針

＜環境理念＞

2022年7月19日

「私たちは法令遵守し社会責任を果たし、環境に配慮した食肉の提供を目指します」

　　　私たち大信畜産工業株式会社は、ブランド力向上と顧客満足が得られる

　　　製品製造を継続し、企業価値の拡大を目指すために、以下に示す行動指針の

　　　もと、環境負荷の少ない事業活動をしていきます。



□登録事業所の概要

（１） 事業所名及び代表者名

大信畜産工業株式会社

代表取締役社長　祖山 儀春

（２） 所在地

本社・中野工場　：　長野県中野市大字江部６３４番地１

長野工場　　　　：　長野県長野市市場７番地１１

（㈱マルイチ産商建屋の施設 ＳＱＦ取得）

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　総務部長　　平井 茂行　　

担当者　品質管理課　　宮尾 佳孝

連絡先　　TEL：０２６９－２２－４１９６

　　　　　FAX：０２６９－２６－７３９０

　　　　　E-mail：y.miyao500294@maruichi-sansho.co.jp

　　　　　URL：http://www.daishin-chikusan.com

（４） 事業内容（認証・登録の範囲）

牛肉・豚肉のと殺された肉（枝肉）の脱骨および整形、

ハム・ソーセージ類の製造加工

（５） 事業の規模

項目 単位 本社・中野工場 長野工場 合計

資本金 千円

従業員数 名 70 111 181

延べ床面積 ㎡ 2,963 1,736 4,699

製品出荷額 億円 64.5 41.5 106

製品生産量 トン 7,813 3,364 11,177

（６） 事業年度　４月～３月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名：大信畜産工業株式会社　本社及び中野工場
対象外： 長野工場
活動： 食肉製品製造業

長野工場は、親会社の建物・施設内での事業活動であり、電気使用量等の把握は
困難であるため、今回の認証登録範囲には含めない。
長野工場は単独でＳＱＦを取得しているため、認証外とする。

　 ※2022年度

95,000



□環境負荷の実績

実績 合計 実績 合計

電力(※) 957,633 945,152

Ａ重油 317,477 336,989

液化石油ガス 8,794 9,111

灯油 7,785 8,369

軽油 212

一般廃棄物 26,161 21,080

産業廃棄物 62,805 68,856

上水 ㎥ 19,258 19,258 21,230 21,230

□環境目標及びその実績

（基準年度) （目標）
基準年度比

（実績）
基準年度比

（目標）
基準年度比

（目標）
基準年度比

kg-CO2 957,633 938,480 945,152 928,904 919,328

基準年度比 98% 99% 97% 96%

生産量の原単位 0.126 0.124 0.121

kg-CO2 317,477 311,127 336,989 307,953 304,778

基準年度比 98% 106% 97% 96%

生産量の原単位 0.042 0.041 0.043

kg-CO2 1,275,110 1,249,607 1,282,140 1,236,857 1,224,106

kg 26,161 25,638 21,080 25,376 25,115

基準年度比 98% 81% 97% 96%

生産量の原単位 0.042 0.041 0.033

kg 62,805 61,549 68,856 60,921 60,293

基準年度比 98% 110% 97% 96%

生産量の原単位 0.008 0.008 0.009

㎥ 19,258 18,873 21,230 18,680 18,488

基準年度比 98% 110% 97% 96%

生産量の原単位 0.003 0.002 0.003

千円 52,451 51,402 55,759 50,877 50,353

基準年度比 98% 106% 97% 96%

生産量の原単位 0.080 0.007 0.007
※ 在庫量の数値は月平均

総排水量

kg

1,291,901 1,299,621

2022年2021年

89,93688,966

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量

項　目

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の削減
（廃油等）

2021年
　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2022年

二酸化炭素排出量削減
（Ａ重油）

在庫量の削減
（冷凍製品）

（※）中部電力株式会社　平成27年度実排出係数　0.462kg-CO2/kWh

水使用量の削減

kg-CO2

2023年

上記二酸化炭素排出量合計

単位

2024年

二酸化炭素排出量削減
（電力）



□実施体制

　　　　（認証・登録対象範囲）

環境経営システム　役割・責任・権限表

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・環境経営に関する統括責任。

代表者（社長）

環境事務局

・環境目標・環境活動計画書を承認。

部門長

・環境目標、環境活動計画書原案のの作成。

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

部長　平井 茂行

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

EA21推進委員会

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認。
・環境経営システムの構築、実施、管理。

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境目標・環境活動計画書を確認。

　を準備。

・環境活動の実績集計。

環境管理責任者

・自部門における環境方針の周知。

・環境管理責任者を任命。

役割・責任・権限

代表者
社長　　祖山 儀春

環境管理責任者

　テスト、訓練を実施、、記録の作成。

全従業員

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・自部門における環境経営システムの実施。

・環境活動レポートの承認。

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境活動の取組結果を代表者へ報告。
・環境活動レポートの確認。

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告。

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。
・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。

中野工場

工場（ミート加工部）

工場長 小松 正寿
工場（デリカ加工部）

部長 伊藤 豊

長野工場総務部 品質管理部

環境事務局
宮尾 佳孝



□環境活動の取組計画と評価

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

○

〇

◎

○

◎

○

〇

◎

△

×

◎

〇

◎

◎

〇

○

○

○

〇

○

○

○

×

◎

・廃棄用プラゴミの削減

・浄化槽からの汚泥排出量の削減

・長期在庫の整理

・蒸気が漏れている箇所の点検・修理

・分別ボックスの設置

・コピー用紙、ＦＡＸ用紙の森林認証製品利
用
・パソコンの国際エネルギースター品使用

・洗浄清掃工程の改善

2022年度　評価 2023年度　活動計画

・不要照明の消灯

電力による二酸化炭素排出量の削減

2022年度の電気使用量は前年比で103％
（3％増加）で増加した。
生産量による原単位では目標値＋0.001増加
した。目標値は未達だが、基準年度のＣＯ
２排出量は98%まで減少した。
・ＯＡ機器は省エネ設定済み。
・暖房設定温度を20℃から2℃下げ18℃に設
定したこと、またパソコンの電源を省エネ
モードに設定し、身近な節約行動は実施で
きた。
・今後作業工程の見直しを行ない、生産効
率を上げることにより工場内の稼働時間を
短縮して電気使用量を削減する。

・作業時間短縮により、電力使用量を下げ
る
・冷蔵庫設備の定期清掃とメンテナンス
・老朽化した冷蔵施設を入替
・照明のＬＥＤ化

・暖房温度の２０℃設定とウォームビズ運動

・冷房温度２８℃設定とクールビズ運動

・リードタイムの見直し

・作業改善による稼働時間短縮

取組計画

・ＯＡ機器の省エネモード設定

・昼休みの消灯

・高圧洗浄機の漏水改善

・生産設備のムダ防止

・排出されている蒸気の再利用（水⇒お湯）

Ａ重油による二酸化炭素排出量の削減

2022年度のＡ重油使用量は、前年比で103％
（3％増加）となった。生産量による原単位
は＋0.004で未達。

・ボイラーの更新

2022年度の一般廃棄物は、基準年度に対し
て、86%(14%減)となった。分別ボックスは
継続して利用中。工場内で使用する紙を、
できるだけ裏紙を使うように連絡してい
る。

一般廃棄物の削減

・徹底したごみの分別
・会議資料等印刷物の削減
・帳票見直しによる印刷物の削減

・ボイラー設備の新規更新

・古紙のリサイクル化

・裏紙使用

・露出している配管に断熱材を巻く

産業廃棄物（廃プラ）の削減

2022年度の産業廃棄物は、基準年度に対し
て、109%(9%増)となった。生産量による原
単位は＋0.001で未達。基準年度と同程度。

・排水処理施設の定期的メンテナンス

水使用量の削減

2022年度の水使用量は、目標値の114％(14%
増）となった。生産量による原単位は＋
0.001で未達。基準年度と同程度。

・節水の呼びかけ
・洗浄工程の見直し

・手洗い水量の適正化

グリーン購入

現在、ＦＡＸ用紙は森林認証の製品を利用
中、コピー用紙の裏面使用、紙コップの縮
小により消費量を抑えている。

・グリーン購入の積極的推進

在庫量（冷凍製品）の削減

2022年度の冷蔵庫使用量は、目標に対し
113%（13％増）となった。生産量による原
単位は＋0.001で未達。基準年度に対し原単
位では△0.073となり、基準年度より在庫量
を減らくことができた。

リードタイムの見直しにより削減・各広域販売部へのチルド品、パーツ販売要請



○食品廃棄物等について（2022年4月～2023年3月）

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

遵守状況

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

□代表者による全体の評価と見直し

特定施設、事故時の措置

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

水質汚染防止法

一般・産業廃棄物（汚泥、金属くず、廃プラ、ガラスくず、
（水銀使用製品産業廃棄物）等）

空圧機、送風機

Ａ重油・灯油の保管、消防ポンプ

業務用エアコン、業務用冷蔵機器及び冷凍機器フロン排出抑制法

・2022年度については、新型コロナウイルス感染拡大に伴う業務筋向け商品の受注量減少していた
状況から若干の回復があり、生産量が増加した。生産量増加した状況ですが、ＣＯ２排出に一番影
響がある電力使用量を基準年度に対し９８％減少させることができた。また、目標値に近づけるこ
とができた。工場内のＬＥＤ照明への入替えを順次実施し、今後の電気量削減を継続する。
・生産量による原単位をすることで、生産量に応じた算出目標を立てることができた。
・高い目標で今回は未達が多かったが、生産量に応じたＣＯ２排出削減をする。
・老朽化した冷凍機等の設備の更新を行なう他、人材育成と作業手順の見直しを継続して生産性向
上を目指し総労働時間の短縮により、電気・水道・重油の使用量削減に繋げる取組みを実施する。

貯水槽

騒音・振動規制法

食品循環資源

デリカ加工部ギフト包装資材容器包装リサイクル法

食品リサイクル法

中野市環境保全及び公害防止に
関する条例

浄化槽法

毒物及び劇物取締法

油類の流出防止の措置など

合併処理浄化槽

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守しています。

　堆肥化している。

水道法

適用される法規制

希塩酸、次亜塩素酸ナトリウム

廃棄物処理法、長野県廃棄物条
例、中野市廃棄物条例

消防法、岳南組合火災予防条例
（主に危険物）

・なお、排水処理施設から出る汚泥（食品廃棄物等に該当しない。）については、堆肥センターに処理委託して

　該当するものは発生していない。

・主要製品である「枝肉・加工肉」を作る際に出る「骨・脂」は食用の商品として売却しており、食品廃棄物等に


